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・
溶
液
の
粘
度
で
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
い
．－糸の又句相心い山山一砺田峅準候栫綿射』泄密辨帰辨藷啼咄輌控》
合わぬのもあったりして、科学者もやっぱり
私はあまり本を読む方ではないし、，生来臆人間であること、そして、人間は本来誤りを
病で人みしりをするから、直接図書館へ足をおかしやすい動物であることを、むしろあた
向けることも滅多にない。それでも人並みにたかく思い知らされるのであった。そしてそ
書庫の太い柱のかげて吐息をもらした経験のころから図書館は、私にとって単なる文献
．の集積所ではなく、ひとつひとつ．の式やデー
学校を出て研究室に残り、新たに球状高分タを通じ、無数の科学者の無限の哀歓が声も
子の溶液物性にとり組んだのはもう一一一十何年なく反響し合う殿堂として、時に身のひきし
も昔のことになるが、どうしても周知のアイまるのを覚えるのである。
ンシュタインの粘度式から出発する必要が生
じてきた。彼の文献はシコョ四一①ヨュの門勺ご切房高分子関係の外国雑誌は、不定期を含める
の一九○六年と二年に出ている。私の実験・と四百四十種ほどあるそうである。大変な数
に適用するには高次の項を復活しなければなである。コピーも便利になったがコピーをと
らないのでオⅢジナルを見ようと勇を鼓しると安心してつい読むのがおくれたりするの
て図書館を訪ね、専門違いの物理の書架を探は怠けぐせのせいだろうか。本もよく出る。
無理をして買うが、買うと半分読んだような
うす暗い書棚には製本された古めかしい雑気になってしまうのには困ったものである。
誌がひっそりと並んでいた。言：］の己旦の『それもこれもある意味で恵まれすぎている
勺ごい】【も第１巻から揃っていた。数学もドからで、戦争末期には専門書などほとんど手
イッ語も苦手な私には、その内に入らず、外地では小さな子供までが、本屋
幽蝋銚鱗鰄識醗麟灘雛
丈の訂正であった。一九○六年きることの苦しき辛さというものを、私も身
》の報告では球状懸濁液の粘度のをもって体験した。もしあのとき一冊の辞書
館》濃度係数を１としたが、ある人を与えられたら全部暗記したのではないかと
書》肋州噸墹諏川壯祠鋤湫地肌歴渦さ枇州⑪Ⅱ州舳孵駝佳畦Ⅱ城えられ、さる人
図》帆獣附鯛伽鴻川岐肌肛紬如帥ｌＭｍ姉７出ＷコトⅢ肺臥、鋤孵しⅦ燗机肛刈
阯一川垂》》密峠罪迩泙剴←許辨喚詮辨附帯眸儘》》》呼針秤刊鞆陛》》←啼皐
と
い
う
巨
人
に
言
い
知
れ
ぬ
親
し
み
学
を
専
攻
し
て
い
た
に
逆
い
な
い
。
も
っ
と
も
私
は
幽議難醗鰯籍鯛難臘蝋齪
壁
紙
魚
の
つ
ぶ
や
き
②
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！
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も
デ
ノ
ー
ト
て
既
製
の
服
を
買
う
よ
７
な
九
分
て
覗
は
そ
ぅ
し
７
時
代
を
お
そ
ｂ
く
想
像
も
出
粥
な
い
だ
紙
色
廼
舎
午
人
柳川昇両駅、駅川朏川卿）帆川附咄川叶刷肋艸州州胆試ろ軸ノ仔な風態をしえりわへノやわ川を丸出
（南陽星応王）死Ｌ角人間の対置が少しことば知撒の窓をしＬして市中を歩したりするのも麦現の自由
昨
年
二
月
一
日
に
初
任
命
を
受
け
た
臨
時
貴
重
図
書調査員は、同年五月二十日に顔合せを行な
い
、
貴
重
図
書
の
判
定
基
準
、
調
査
範
囲
、
調
査
時
期
等
を
決
め
、
鋭
意
調
査
に
当
っ
て
い
た
が
、
去
る
一
月
二
十
七
日
図
書
館
会
議
室
に
お
い
て
、
そ
の
結
果
を
持
ち
寄
り
第
一
回
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
当
日
ま
で
に
調
査
未
了
の
調
査
員
や
、
自
分
の
持
ち
場
に
は
貴
重
図
書
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
な
か
っ
た
と
報
告
し
た
調
査
員
も
あ
っ
た
が
、
リ
ス
ト
の
提
出が五件あった。
今
後
も
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
、
図
書
館
か
ら
各
学
部
長
に
調
査
員
の
椎
せ
ん
を
依頼することになった。
なお、選定基準を確然と決定し難いため、
Ⅷ淀掴臘肱仙加騏霞繊糖鵜隅隅鰭榊鮒鮎糺駈聯騨
学を習いにきていた中国人に話したら
「日本でも『百万人の数学』というのを出
しているのを知っていますか」
という。本を読まない私が知るわけがない。
彼は翌日それを持ってきて．
「ホグベンとは少しおちますがね」
とにやりとわらった。恥かしかった。ホグベ
ン
を
み
て
、
日
本
に
も
独
自
の
本
が
あ
っ
て
い
い
と
思
っ
て
出
版
し
た
と
あ
っ
た
が
、
や
は
り
比
較
に
な
ら
な
い
。
思
想
や
背
景
を
別
に
し
て
も
、
あ
の
溢
れ
る
よ
う
な
愛
情
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
生
命
を
か
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
生
涯
、
本
な
ど
書
く
ま
いと思った。
このほど〈工学部でその両方に再会した。
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
し
て
今
は
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
評
価
も
で
き
る
の
に
お
ど
ろ
い
た
。
異常な環境における、若いころの異常な感
情の起伏を、四半世紀も過ぎたいま、ただな
つ
か
し
く
ふ
り
か
え
る
の
で
あ
る
。
互鞠駆鯏鵬金子曽政
臨
時
貴
重
図
書
調
査
員
打
合
会
．’ 
Ｉ 
｜旧制高校が廃止されてから一一十二年になる。
昭和二十五年に本館でも明治時代から集って
いた校誌が書庫の中に山積されていたので展
示会を値して見たことがあった。これがこ、
数年前から全国的になった校史編纂と近代日
本教育史の調査資料として殊に高等中学校の
校
誌
は
現
地
で
も
煙
滅
し
た
も
の
が
あ
り
稀
少
価
値
を
も
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
九
年
中
学
校
令
及
び
高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
全
国
を
五
地
区
に
分
け
た
五
つ
の
高
等
中
学
校
（明治二十七年に高等学校と改称）が誕生した。
｜高（東京）一一高（仙台）三高（京都）四高
（
金
沢
）
五
高
（
熊
本
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
外
に
山
口
と
鹿
児
島
に
私
費
の
高
等
中
学
校
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
高
中
が
数
年
な
ら
ず
し
て
各
々
校
誌
を
発
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
誌
名
を
挙げて見ると、－高・校友会雑誌（二一一一）一一高Ｐ
尚志会雑誌（一一六）三高・壬辰会雑誌（一一五）
繊水会雑誌（一一一二）四高・学友会雑誌（一一六）
北辰会雑誌（二八）五高・龍南会雑誌（二四）
山
口
・
学
友
会
報
〈
一
三
）
鹿
児
胤
・
学
友
会
雑
誌
（一一三）等である。（）は創刊年号。
高等中学校々誌の関係者は校誌という揺篭
の
中
で
培
わ
れ
た
若
芽
で
あ
り
、
空
前
の
習
作
を
適
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
日
こ
の
中
か
ら
大
成
し
た
政
治家、実業家はいうまでもなく多数の学者・
創
作
家
の
原
形
や
素
材
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
ない魅惑を感ずるのである。（Ｎ・Ｆ）
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▽大橋事務長は、一一一月六日から十日まで、大
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